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市内循環バス「川越シャトル」広告付デジタルサイネージ  

設置・運用等業務に係る公募型プロポーザル実施要領  

 

１ 目的 

市内循環バス「川越シャトル」に広告付デジタルサイネージを設置し、

行政情報や企業情報等をバス利用者に提供することにより、サービスの

向上を図るとともに、設置事業者から広告料を納入していただくことに

より、川越シャトルの新たな財源を確保することを目的とする。  

この要領は、広告付デジタルサイネージの設置・運用等業務の実施に  

当たり、公募型プロポーザル方式による事業者の選定を行うことについ  

て、必要な事項を以下のとおり定める。 

 

２ 業務の概要 

 ⑴ 業務名称 

市内循環バス「川越シャトル」広告付デジタルサイネージ設置・運  

用等業務 

 ⑵ 業務内容 

   別紙『市内循環バス「川越シャトル」広告付デジタルサイネージ設

置・運用等業務仕様書』（以下「仕様書」という。）のとおりとする。 

なお、仕様書は、本プロポーザルの企画提案の内容を踏まえ、市及

び設置事業者双方の合意の下、一部変更ができるものとする。 

 ⑶ 協定期間 

   協定締結日から令和１１年３月３１日まで（ただし、川越シャトル

の運行中止などにより期間が短くなる場合がある）。 

なお、期間満了３箇月前までに書面による申出がない限り、満了日

の翌日から１年毎に自動更新するものとする。 

３ 参加資格 

本プロポーザルに参加しようとする者は、川越市契約規則を遵守のう

え、次に掲げる条件をすべて満たすものとする。 

⑴ 川越市競争入札参加者の資格等に関する規程（平成６年告示第３５

１号）に基づく令和５・６年度川越市競争入札参加資格者名簿に登載  
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されていること。 

⑵ 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１

項に規定する者に該当しないこと。 

⑶ 本業務の公募の日から業務実施に関する協定締結の日までの間のい

ずれかの日においても、川越市建設工事等の契約に係る入札参加停止

等の措置要綱の規定に基づく入札参加停止措置を受けていないこと。 

⑷ 川越市建設工事等暴力団排除措置要綱に基づく入札参加除外措置を

受けていないこと。 

⑸ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条の規定に基づく

更生手続開始の申立て又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）

第２１条の規定に基づく再生手続開始の申立てがなされている者（会

社更生法の規定に基づく更生手続開始の申立て又は民事再生法の規定

に基づく再生手続開始の申立てがなされた者であって、更生計画の認

可が決定し、又は再生計画の認可の決定が確定した者を除く。）でない

こと。 

⑹ 国税及び地方税を滞納していないこと。 

 

４ 公募型プロポーザル実施スケジュール 

項目  期日等  

公募の開始  令和５年１０月１６日（月）  

質問票の受付  令和５年１０月１６日（月）から  

令和５年１０月２５日（水）午後５時１５分（必着）

まで  

質問回答書の公表  令和５年１０月３０日（月）  

参加申請書・企画提案書等

の提出  

令和５年１０月１６日（月）から令和５年１１月６日

（月）午後５時１５分（必着）まで  

企画提案書の審査（プレゼン

テーション・ヒアリングの実施） 
令和５年１１月１５日（水）  

選考結果通知・結果公表  令和５年１１月２０日（月）  

協定締結  令和５年１２月中  
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５ 参加手続 

 ⑴ 公募の開始 

   仕様書、実施要領等の配布期間、配布資料等 

配布期間  令和５年１０月１６日（月）から令和５年１１月６日（月）

まで  

配布資料  １ プロポーザル実施要領（本書）  

２ 仕様書  

３ 参加申請書（様式１）  

４ 会社概要（様式２）  

５ 業務実績書（様式３）  

６ 業務実施体制調書（様式４）  

７ 広告料提案書（様式５）  

８ 質問票（様式６）  

９ 企画提案書  

入手方法  ・川越市公式ホームページからダウンロード  

【URL】  

https://www.city.kawagoe.saitama.jp/smph /jigyoshamuke/

nyusatsunohiroba/hatchujoho/proposalanken/r05/kawagoe

shutttle.html 

・交通政策課（市本庁舎５階）にて直接配布（土日・祝日を  

除く午前８時３０分から午後５時１５分まで）  

※郵送による配布は行わない。  

 

 ⑵ 質問票の受付及び質問回答書の公表 

   本プロポーザルに係る質疑は、全て質問票によることとする。質疑が  

ある場合は、次のとおり質問票（様式６）を提出すること。 

受付期間  令和５年１０月１６日（月）から  

令和５年１０月２５日（水）午後５時１５分（必着）まで  

提出方法  質問票（様式６）に質問事項を記入の上、電子メールにて送

付すること。  
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※メール送信後、交通政策課に送信確認の電話をすること。  

交通政策課メールアドレス：kotsu★ city.kawagoe.lg.jp 

（送信の際は、★を@に置き換えてください。）  

連絡先：049-224-5519（交通政策課）  

回答方法  質問に対する回答は、一括して質問回答書として取りまと

め、令和５年１０月３０日（月）に川越市公式ホームページ

において公表する。  

 

 ⑶ 参加申請書・企画提案書等の提出  

受付期間  令和５年１０月１６日（月）から  

令和５年１１月６日（月）午後５時１５分（必着）まで  

提出先  〒350-8601 川越市元町１－３－１  

川越市役所 都市計画部交通政策課（公共交通担当）  

提出方法  郵送又は持参  

※郵送の場合は、配達証明付き書留郵便とし、受付期限必着  

提出書類  １ 参加申請書（様式１）  １部  

２ 会社概要（様式２）  １部  

※事業所所在地、設立年月日、資本金、業務内容等がわか  

る会社概要等のパンフレットを添付すること。  

３ 業務実績書（様式３） １０部  

 ※過去５年以内に実施した国又は地方公共団体における  

コミュニティバス又は民間路線バス車内への広告付デ  

ジタルサイネージ導入実績について、直近のものから記  

載すること。  

※契約書等の写し（契約者名、契約期間及び事業の内容が  

分かる部分）及びデジタルサイネージの製品仕様書を添  

付すること。  

４ 業務実施体制調書（様式４）  １０部  

５ 広告料提案書（様式５）  １部  

６ 企画提案書 １０部  
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【提案項目】  

 ①デジタルサイネージの仕様（規格、設置方法、視認性、  

更新方法、安全性）  

 ②広告の運用方法（広告主への募集方針、広告内容の審  

査・確認体制、トラブル対応体制）  

 ③保守管理体制・緊急時の対応（デジタルサイネージの保  

守管理体制、操作説明、故障及び緊急時の対処方法）  

 ④事業実績（他自治体での導入実績、工夫・改善事項等）  

 

６ 選考方法 

 ⑴ 企画提案書の審査 

実施予定日  令和５年１１月１５日（水）  

審査方法  選考は、プレゼンテーション・ヒアリング審査及び質疑応答

により行う。  

対象者  参加申請書の提出者を対象に、参加資格審査を経て参加資格

を有すると認められた者を対象とする。  

場所  川越市役所本庁舎内  

持ち時間  ３０分間（企画提案書等の説明２０分、質疑応答１０分）  

※準備の時間は除く  

なお、開始時刻は各者異なるため、詳細は後日通知する。  

評価方法等  評価は、別紙『市内循環バス「川越シャトル」広告付デジタ

ルサイネージ設置・運用等業務プロポーザル審査委員会』に

より行い、企画提案の内容について公平かつ適正な評価を行

う。  

１ 各委員が評価を行い、総合点が最も高い事業者を最優秀  

事業者として選定する。  

２ 最高評価の事業者が２者以上ある場合は、委員の投票に  

より最優秀事業者を選定する。  

３ 最高評価の事業者が辞退を申し出た場合は、次点の事業  

者を最優秀事業者とする。  
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４ 評価結果に対する一切の異議申し立ては受け付けない。  

なお、参加事業者が１者の場合も選考を行うが、提案が仕様

書内容に合致しなかった場合は、再度公募を行うものとす

る。  

使用機器  プロジェクター等を使用する場合は、事前に事務局に連絡す

ること。なお、電源、プロジェクター、スクリーンは事務局

が用意し、パソコンは参加者が持参すること。  

選考結果通知・  

結果公表  

プレゼンテーション・ヒアリングの参加者全員に、令和５年

１１月２０日（月）に選考結果を通知するとともに、川越市

公式ホームページで結果を公表する。  

 

 ⑵ 審査基準 

・以下の審査項目１～５について、審査委員の平均点を算出し、これ

を項目点とする。 

・項目点の合計点（100 点満点）の最も高い参加者を設置事業者候補

者に選定する。 

・ただし、合計点が 60 点以下のものは失格とし、審査対象から除くこ

ととする。 

No. 評価項目  評価の視点  配点  

１ デジタルサイネ

ージの仕様  

 設備本体や設置方法等が要求を満たしている

か。  

 高齢者や障害者を含むバス利用者にとって分か

りやすく、見やすい仕様となっているか。  

 行政情報が定期的に、また容易に更新できる仕

組みとなっているか。  

 デジタルサイネージの形状や転落に対する防止

策等の安全に配慮しているか。  

20 点 

 

２ 広告の運用方法   広告主への募集方針が整備されており、適切に

運用されているか。  

 広告内容の内部審査、確認体制が整えられてい

るか。  

 苦情その他のトラブルに対処できる体制が整え

られているか。  

15 点 
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３ 保守管理体制・  

緊急時の対応  

 定期的な保守点検が適切かつ効果的に行える体

制を備えているか。  

 運用後の操作説明や不具合等の問合せ対応が行

える体制が整えられているか。  

 緊急時の対処方法が定められており、適切な対

応が見込めるか。  

15 点 

 

４ 広告料   最高提案額を 25 点満点とし、それ未満の提案額

については次の算定式により、小数第１位を四

捨五入して採点する。  

【評価点数＝ 25 点×提案額/最高提案額】  

25 点 

 

５ 事業実績   本事業を実施するに当たり、他自治体や民間事

業者に対し十分な実績があるか。  

 本事業を実施してきたなかで、工夫や改善を実

施した点等があるか。  

25 点 

 

合計  100 点  

 

⑶ 参加事業者の失格 

  参加事業者が次のいずれかに該当する場合は、失格とする。 

 ア 「参加資格」の要件を満たさなくなった場合 

 イ 提出期限までに提出書類が提出されなかった場合 

 ウ 提出書類に虚偽の記載があった場合  

 エ 選考の公平性を害する行為があった場合  

 オ 前各号に定める場合のほか、企画提案に当たり著しく信義に反す  

る行為等により、審査委員会委員長が失格であると認めた場合 

 

⑷ 事業者の決定 

・最も合計点の高かった参加者を設置事業者候補者として選定する。 

・審査基準に満たない参加者は失格とする。 

・設置事業者候補者と協議し、仕様など業務内容について合意した場  

合は協定を締結する。なお、設置事業者候補者と協議の上、合意し 

なかった場合は、次点のものを新たな設置事業者候補者として選定 

する。 

・設置事業者として選定されたものは、市が指定する期日までに指定  

の様式により、川越市が賦課徴収するすべての税について未納がな  

い者であることを証する書類を提出すること。 
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７ 協定について 

⑴ 審査結果通知後、速やかに協定を締結する。 

⑵ 企画提案書に記載された事項は、履行を確約したものとみなす。 

ただし、本事業の目的を達成するために修正すべき事項があると市が  

判断した場合は、協議により項目の追加、変更、又は削除等を行うこ 

とができることとする。 

⑶ 本要領に定めのない事項及び本要領に疑義が生じた場合は、協議に 

より定めることとする。 

 

８ その他留意事項 

 ⑴ 本プロポーザルへの参加に要する費用は、全て参加する事業者の負

担とする。 

 ⑵ 提出書類の提出後の修正又は変更は、一切認めない。 

 ⑶ 提出書類の著作権は、参加する事業者に帰属する。ただし、川越市 

が本プロポーザルの結果報告、公表等のために必要な場合は、参加事 

業者の承諾を得ずに提出書類の内容を無償で使用できるものとする。 

 ⑷ 提出された書類は、返却しない。 

 ⑸ 本プロポーザルに係る情報公開請求があった場合は、川越市情報公

開条例（平成８年条例第１５号）に基づき提出書類の公開について判

断するものとする。 

 ⑹ 一定の適格性を満たす参加事業者がいないときには、最優秀事業者 

を選出しない場合がある。 

 

９ 担当課 

  川越市都市計画部交通政策課 公共交通担当 榎本、神谷 

  住所：〒350-8601 川越市元町１丁目３番地１ 

  電話：049-224-5519（直通） 

  FAX ：049-225-9800（共用） 

  E-mail：kotsu★city.kawagoe.lg.jp 

（送信の際は、★を@に置き換えてください。） 


